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新
中
國
選
墾
法

一
、

關
す
ろ
資
料

石

川

忠

雄

　
一
九
五
三
年
三
月
一
日
に
公
布
施
行
さ
れ
た
新
中
國
選
墨
法
に
も
と
づ
く
全

國
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
代
表
の
選
累
は
、
豫
定
よ
り
も
完
成
の
時
期

は
か
な
り
逞
れ
て
い
る
が
、
藩
實
に
推
し
す
す
め
ら
れ
、
本
年
三
月
二
十
三
日

に
は
、
將
來
全
國
人
民
代
表
大
會
に
提
出
さ
れ
る
中
華
人
民
共
和
國
憲
法
草
案

の
基
礎
と
な
る
同
草
案
初
稿
が
中
國
土
ハ
産
黛
に
よ
つ
て
憲
法
起
草
委
員
會
に
提

出
さ
れ
、
選
墨
の
實
施
と
な
ら
ん
で
目
下
そ
の
討
議
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
、
か
つ
て
法
學
研
究
第
二
十
六
雀
第
四
號
に
本
選
暴
法
を
翻
課
紹
介

し
、
そ
の
際
機
會
を
み
て
選
墨
法
の
解
論
を
試
み
る
旨
附
記
し
て
お
い
た
。
し

か
し
そ
の
後
、
選
撃
法
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
高
橋
勇
治
「
選
暴
法
」
（
季
刊

法
律
學
第
十
七
號
）
・
池
上
貞
一
「
新
中
國
の
選
學
法
」
（
法
経
論
集
第
七
集
）
・

中
國
研
究
所
編
「
中
國
脛
濟
年
報
一
九
五
三
年
第
二
期
」
な
ど
、
い
く
つ
か
の

勢
作
が
稜
表
さ
れ
、
今
日
で
は
と
く
に
解
読
を
試
み
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
た
だ
資
料
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
こ
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
螢
作
が

叢
表
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
選
撃
法
を
理
解
す
る
う
え
に
最
も
必

新
中
國
選
畢
法
に
關
す
る
資
料

要
な
、
鄙
小
李
「
中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民

代
表
大
會
選
翠
法
草
案
に
關
す
る
説
明
」
（
一
九
五
三
年
二
月
＋
一
日
の
中
央
人

民
政
府
委
員
會
に
お
け
る
報
告
）
は
そ
の
割
に
廣
く
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
よ
つ
て
筆
者
は
そ
の
全
丈
の
紹
介
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
本

資
料
と
と
も
に
こ
こ
に
紹
介
し
た
「
人
民
代
表
大
會
に
關
す
る
い
く
つ
か
の
問

題
」
は
、
一
九
五
三
年
四
月
八
日
附
北
京
人
民
日
報
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、

こ
こ
で
取
扱
わ
れ
て
い
る
問
題
は
わ
が
國
で
も
贋
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
が
、
一
鷹
こ
の
問
題
に
つ
い
て
新
中
國
で
行
わ
れ
て
い
る
公
式
の
見
解
を

明
ら
か
に
す
る
意
昧
で
と
り
あ
げ
た
次
第
で
あ
る
。

　
な
お
、
前
記
法
學
研
究
第
二
十
六
雀
第
四
號
に
お
け
る
選
撃
法
練
諜
中
、
「
選

撃
人
名
簿
」
と
あ
る
の
は
す
べ
て
正
し
く
は
「
選
暴
民
名
簿
」
と
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

A

二

都
小
平
「
中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民
代

表
大
會
選
墨
法
」
草
案
に
關
す
る
論
明

三
三

（
三
二
九
）



新
中
國
選
畢
法
に
關
す
る
資
料

主
席
、
委
員
、
同
志
各
位

　
一
九
五
三
年
一
月
十
三
日
、
中
央
人
民
政
府
委
員
會
第
二
十
回
會
議
は
「
全

，
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
召
集
に
關
す
る
決
議
」
を
通

過
し
、
本
年
中
に
「
人
民
が
普
通
選
墨
の
方
法
に
よ
つ
て
つ
く
り
出
す
郷
・
縣
・

省
（
市
）
各
級
人
民
代
表
大
會
を
召
集
し
、
且
つ
こ
の
基
礎
の
う
え
に
引
き
つ

づ
き
全
國
人
民
代
表
大
會
を
召
集
す
る
」
こ
と
を
決
定
し
、
同
時
に
選
墨
法
起

草
委
員
會
を
設
け
て
選
墨
法
の
起
草
を
行
う
こ
と
を
決
議
し
た
。
選
墨
法
起
草

委
員
會
は
、
成
立
後
、
上
述
の
決
議
に
し
た
が
つ
て
直
ち
に
工
作
を
開
始
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
人
民
政
治
協
商
會
議
共
同
綱
領
の
普
通
選
墨
賢
施
の
問
題
に
關

係
あ
る
規
定
に
根
振
し
、
三
年
飴
に
わ
た
る
わ
が
國
入
民
民
主
專
政
の
實
際
状

況
を
研
究
し
、
ソ
蓮
選
撃
の
脛
瞼
を
吸
牧
し
、
且
つ
各
方
面
の
意
見
を
徴
求
し
、

多
く
の
討
論
と
修
正
と
を
脛
て
、
「
中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び

地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
選
累
法
」
草
案
を
作
成
し
た
。
選
累
法
起
草
委
員
會

は
い
ま
、
こ
の
草
案
を
読
明
し
、
審
査
と
批
准
を
う
け
ら
れ
る
よ
う
中
央
人
民

政
府
委
員
會
に
提
出
す
る
こ
と
を
私
に
指
定
し
た
。

（）

　
選
暴
法
草
案
を
貫
い
て
い
る
全
精
紳
は
、
わ
が
國
當
面
の
具
膿
的
情
況
に
根

豫
し
眞
の
民
主
的
選
暴
制
度
を
規
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
毛
主
席
は
、
一
九
四
〇
年
に
著
し
た
「
新
民
主
主
義
論
」
と
い
う
書
物
の
な

か
で
家
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
中
國
は
現
在
、
全
國
人
民
代
表
大

會
・
省
人
民
代
表
大
會
・
縣
人
民
代
表
大
會
・
匠
人
民
代
表
大
會
か
ら
郷
人
民

代
表
大
會
に
至
る
系
列
を
探
用
し
、
且
つ
各
級
代
表
大
會
が
政
府
を
選
暴
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
に
は
、
男
女
・
信
仰
・
財
産
・
教
育
等
の
差
別

三
四

（
三
三
〇
）

の
な
い
眞
の
普
遍
耶
等
の
選
學
制
を
施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て

は
じ
め
て
、
各
革
命
階
級
の
國
家
に
お
け
る
地
位
に
適
合
し
、
民
意
の
表
現
と

革
命
闘
雫
の
指
導
と
に
適
合
し
、
新
民
主
主
義
の
精
紳
に
も
適
合
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
」
と
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
基
本
原
則
に
し
た
が
つ

て
わ
が
國
の
選
墨
制
度
を
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
の
選
瓢
憲
鴨
の
普
遍
性
は
、
選
累
法
草
案
中
の
次
の
規
定
、
す
な
わ

ち
、
年
令
浦
十
八
才
に
達
し
た
中
華
人
民
共
和
國
公
民
は
民
族
及
び
種
族
・
性

別
・
職
業
・
祉
會
的
出
身
・
宗
教
信
仰
・
教
育
程
度
・
財
産
状
況
及
び
居
住
期

間
の
匠
別
な
く
ひ
と
し
く
選
暴
権
及
び
被
選
暴
権
を
有
す
る
ー
に
表
現
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
普
遍
的
選
暴
を
實
施
す
る
た
め
に
、
選
累
法
草
案
は
、

婦
人
の
選
墾
樒
と
被
選
墨
椹
に
封
し
て
特
別
な
規
定
を
設
け
、
各
民
族
人
民
の

選
撃
並
に
人
民
武
装
部
除
と
國
外
華
僑
の
選
暴
に
謝
し
て
明
確
な
必
要
な
規
定

を
設
け
た
。
も
ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ
れ
の
普
遍
的
選
暴
制
は
、
一
部
の
人
の
選
暴

権
利
に
到
し
て
制
限
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
草
案

は
、
同
時
に
、
法
に
よ
つ
て
ま
だ
身
分
を
饗
え
て
い
な
い
地
主
階
級
分
子
・
法

に
よ
つ
て
政
治
的
樺
利
を
剥
奪
さ
れ
た
反
革
命
分
子
・
そ
の
他
法
に
よ
つ
て
政

治
的
樒
利
を
剥
奪
さ
れ
た
も
の
及
び
精
神
病
患
者
は
選
墨
樺
と
被
選
墨
槽
を
有

し
な
い
と
規
定
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
選
暴
槽
及
び
被
選
墨
槽
を
有
し
な

い
分
子
の
人
口
総
轍
に
占
め
る
比
例
は
非
常
に
少
い
。
す
な
わ
ち
わ
が
國
の
選

翠
民
は
全
國
人
口
の
非
常
に
高
い
比
例
を
占
め
る
わ
け
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の

選
㎜
挙
は
、
名
實
と
も
な
つ
た
普
通
選
撃
で
あ
為
。
疑
い
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な

普
通
選
撃
の
基
礎
の
う
え
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
各
級
人
民
代
表
大
會
は
、
も
つ

と
も
廣
汎
な
人
昆
代
表
性
を
そ
な
え
た
も
の
で
あ
る
。
草
案
は
、
年
令
満
十
八

才
に
蓮
し
た
公
民
は
選
暴
さ
れ
て
各
級
人
民
代
表
大
會
代
表
と
な
る
資
格
を
有



す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
わ
が
國
の
現
在
の
情
況
の
も
と
に
お
い
て
、

革
命
の
氣
象
に
富
み
、
批
判
と
自
己
批
到
に
勇
敢
で
、
悪
人
悪
事
を
摘
獲
す
る

に
勇
氣
あ
る
青
年
優
秀
分
子
を
各
級
人
民
代
表
大
會
、
と
く
に
基
暦
政
灌
に
選

出
す
る
こ
と
は
、
利
釜
の
み
あ
つ
て
不
利
釜
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
だ
身
分

を
墜
え
て
い
な
い
地
主
階
級
分
子
の
選
翠
樒
利
に
封
す
る
制
限
の
よ
う
な
、
規

定
さ
れ
た
一
部
の
人
々
の
選
墨
槽
利
に
封
す
る
制
限
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
輩

に
一
種
の
臨
時
的
辮
法
で
あ
つ
て
、
今
日
の
歴
史
的
條
件
の
も
と
で
は
避
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
近
い
將
卒
條
件
が
墜
化
す
れ
ば
、
現
在
蜜
施

さ
れ
て
い
る
こ
の
種
の
制
限
は
不
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
の
選
墨
檀
の
準
等
性
は
、
選
暴
法
草
案
中
の
次
の
規
定
、
す
な
わ

ち
あ
ら
ゆ
る
男
女
選
墾
民
は
準
等
の
基
礎
の
う
え
に
選
墨
に
参
加
し
、
一
選
撃

民
は
た
だ
一
つ
の
投
票
罹
を
有
す
る
ー
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

年
令
漏
十
八
才
に
蓬
し
た
す
べ
て
の
公
民
に
つ
い
て
い
え
ば
、
か
れ
ら
の
選
撃

槽
利
は
制
限
を
受
け
ず
、
そ
の
李
等
の
民
主
権
利
も
十
分
の
保
障
を
受
け
て
い

る
。
選
暴
法
草
案
は
ま
た
、
全
國
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
員

及
び
代
表
の
選
出
は
、
す
べ
て
一
定
の
人
口
比
例
を
基
礎
と
す
る
と
規
定
し
た
。

同
時
に
草
案
は
、
ま
た
適
當
に
地
匠
及
び
箪
位
を
考
慮
し
た
。
そ
の
結
果
、
都

市
と
農
村
と
の
間
、
漢
族
と
少
数
属
族
の
間
に
は
す
べ
て
異
つ
た
比
例
の
規
定

を
設
け
た
。
選
墨
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
異
つ
た
比
例
の
規
定
は
、
あ
る
面
か
ら

い
え
ば
完
全
な
準
等
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
て
こ

そ
始
め
て
眞
に
わ
が
國
の
現
實
生
活
を
反
映
し
、
全
國
各
民
族
各
階
暦
に
各
級

人
民
代
表
大
會
に
お
い
て
そ
の
地
位
に
相
當
す
る
代
表
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
比
例
の
規
定
は
、
非
常
に
合
理
的
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
が
更
に
李
等
な
そ
し
て
完
全
に
李
等
な
選
墨
に

新
中
國
選
畢
法
に
關
す
る
費
料

移
つ
て
い
く
の
に
絶
封
に
必
要
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
選
暴
法
草
案
は
、
す
べ
て
の
選
暴
脛
費
は
國
庫
が
支
給
す
る
と
規
定
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
物
質
の
面
で
、
選
學
人
と
選
撃
候
補
者
が
實
際
に
自
由
な
選
學

権
利
を
享
受
し
う
る
よ
う
保
誰
す
る
重
大
な
措
置
で
あ
る
。

　
選
暴
法
草
案
は
、
選
學
人
は
、
代
表
候
補
者
の
提
出
と
代
表
の
選
墨
に
封
し

て
完
全
に
自
分
が
満
足
し
必
要
と
認
め
た
人
を
自
由
に
選
揮
す
る
こ
と
が
で

き
、
且
つ
選
出
し
た
代
表
に
封
し
て
も
法
定
手
績
に
よ
り
罷
冤
し
補
選
を
行
う

罐
利
を
有
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
草
案
は
、
ま
た
と
く
に
、
選
暴
民
登
録
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

關
係
あ
る
問
題
の
提
訴
手
績
と
一
切
の
選
暴
破
壊
行
爲
に
封
す
る
嚴
霊
な
制
裁

と
を
規
定
し
た
。
す
べ
て
こ
れ
ら
は
、
選
撃
民
に
、
自
由
に
そ
の
槽
利
を
行
使

し
う
る
十
分
な
保
障
を
得
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
選
學
法
草
案
は
、
わ
れ
わ
れ
が
郷
・
鎭
・
市
轄
匠
及
び
匠
を
設
け
て
い
な
い

市
等
の
基
層
政
権
軍
位
に
お
い
て
の
み
直
接
選
墨
を
費
施
し
、
縣
以
上
で
は
間

接
選
墨
を
賓
施
す
る
と
規
定
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
縣
以
上
に
お
い
て
だ
け
無

記
名
投
票
の
方
法
を
探
用
し
、
基
暦
政
槽
箪
位
で
は
一
般
に
學
手
表
決
の
投
票

方
法
を
探
用
す
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
の
漢
菓
｝
は
、
ま
だ
完
全
に
直
接
的

な
も
の
で
は
な
く
、
投
票
の
方
法
も
完
全
に
無
記
名
な
も
σ
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
わ
が
國
當
面
の
瀧
會
情
況
・
人
民
が
非
常
に
選
墨
纒
騰
に
飲
乏

し
て
い
る
こ
と
及
び
文
唐
が
多
敷
存
在
す
る
こ
と
な
ど
の
實
際
條
件
に
よ
つ
て

決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
ら
の
實
際
條
件
を
無
覗
し
、

い
ま
形
式
的
に
は
非
常
に
完
備
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
實
際
に
は
實
行
不

可
能
な
選
墨
方
法
を
無
理
に
規
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
結
果
は
、
選
墨
の
困
難

を
増
加
し
、
蟹
際
に
多
く
の
公
民
の
選
暴
瀧
利
を
制
限
す
る
以
外
に
な
ん
の
利

釜
も
な
い
の
で
あ
る
。
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わ
れ
わ
れ
の
選
墨
法
の
實
質
は
、
實
際
の
民
主
に
着
眼
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
漸
然
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
國
各
地
の
情
況
は
不
統
一
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
も
は
じ
め
て
こ
の
よ
う
な
全
國
的
選
撃
を
行
う
の
で
あ
り
、
指
導
す

る
側
も
大
衆
の
側
も
い
ず
れ
も
脛
瞼
に
乏
し
い
と
い
う
事
情
か
ら
、
若
干
の
條

文
は
概
括
的
な
規
定
を
な
す
に
と
ど
ま
つ
た
。
選
墨
に
關
す
る
若
干
の
具
騰
的

間
題
は
、
省
市
人
民
政
府
が
選
墨
賓
施
細
則
を
制
定
す
る
の
を
ま
つ
て
解
決
さ

れ
て
は
じ
め
て
各
種
の
具
膿
的
情
況
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
が
、
現
在
の
條
件
の
も
と
に
お
い
て
、
人
民
の
民
主

酌
椹
利
を
十
分
に
保
謹
し
、
現
實
に
適
合
し
た
實
行
可
能
な
方
法
な
の
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
の
選
塁
制
度
を
ソ
蓮
現
行
の
選
暴
制
度
に
比
較
し
て
い
え
ば
、
そ

れ
が
完
全
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
御
承
知
の
よ
う
に
、
ソ
蓮
の

各
時
期
の
選
墨
制
度
は
、
つ
ね
に
世
界
で
も
つ
と
も
民
主
的
な
選
墨
制
度
で
あ

つ
た
。
と
く
に
一
九
三
六
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
憲
法
の
公
布
以
後
は
、
ソ
連
は
完

全
に
普
遍
・
干
等
・
直
接
・
無
記
名
の
選
墨
制
度
を
實
行
し
た
。
こ
れ
は
世
界

で
も
つ
と
も
よ
い
選
暴
制
度
で
あ
る
。
わ
が
國
の
政
治
・
纒
濟
・
文
化
の
獲
展

に
つ
れ
て
、
わ
れ
わ
れ
も
將
來
必
ず
ソ
迎
の
よ
う
な
更
に
完
全
な
選
撃
制
度
を

採
用
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
い
ま
規
定
し
た
こ
の
選
墾
制
度
は
、
い
か
な
る
資
産

階
級
國
家
の
選
暴
制
度
も
比
較
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
選
塁
と

い
え
ば
、
わ
が
中
國
で
は
、
北
洋
軍
閥
時
代
に
も
蒋
介
石
時
代
に
も
行
わ
れ
た
。

L
か
し
北
洋
軍
閥
あ
る
い
は
蒋
介
石
の
行
つ
た
選
塁
は
、
い
ず
れ
も
、
實
質
的

に
も
形
式
的
に
も
臭
氣
ぷ
ん
ぷ
ん
た
る
も
の
で
あ
つ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
み
な
こ

の
こ
と
を
非
常
に
よ
く
知
つ
て
い
る
か
ら
、
多
く
い
う
必
要
は
な
い
。
わ
が
國

で
は
、
一
部
の
人
々
が
厭
米
資
産
階
級
の
選
撃
に
迷
つ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
の
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で
あ
つ
て
、
か
れ
ら
の
う
ち
の
多
く
は
、
い
ま
で
は
す
で
に
そ
の
よ
う
な
厭
米

資
産
階
級
の
爲
れ
る
民
主
的
欺
隔
手
段
を
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
少
敷
の
人

人
は
ま
だ
そ
の
欺
隔
手
段
を
は
つ
き
り
と
さ
と
つ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

事
實
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
米
國
を
例
に
し
て
み
よ
う
。
米
國
政
府
の
統
計
資

料
に
よ
る
と
、
米
國
に
は
五
十
飴
種
類
の
逞
撃
資
格
に
封
す
る
（
た
と
え
ば
財

濠
状
況
・
居
住
年
限
・
教
育
程
度
・
高
年
令
・
宗
教
信
仰
・
祉
會
聲
塑
な
ど
の

よ
う
な
）
制
限
が
存
在
し
て
い
る
。
米
國
の
「
選
墨
税
」
と
「
人
頭
税
」
と
は

常
に
廣
汎
な
貧
苦
の
螢
働
人
民
と
黒
人
の
選
墨
権
利
を
剥
奪
し
て
い
る
。
一
九

四
二
年
の
材
料
に
よ
る
と
、
米
國
の
年
令
浦
二
十
一
才
に
達
し
た
黒
人
の
僅
か

一
〇
％
だ
け
が
選
墨
人
名
簿
に
載
つ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
投
票
に
参
加
し
た
も

の
は
一
％
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
い
ろ
い
ろ
の
制
限
に
よ
り
、
米
國
は
一
九
四
八

年
の
大
統
領
選
塁
に
お
い
て
、
二
千
萬
人
の
資
格
を
有
す
る
選
墾
民
が
不
法
に

選
累
権
利
を
剥
奪
さ
れ
、
昨
年
の
あ
の
大
統
領
選
墨
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
選

墨
罐
利
を
剥
奪
さ
れ
た
人
は
、
ア
ソ
シ
エ
イ
テ
ッ
ド
・
プ
レ
ス
の
評
債
に
よ
る

と
二
干
五
百
萬
人
に
増
加
し
、
選
墨
年
令
に
蓬
し
た
人
歎
の
四
分
の
一
を
占
め

て
い
る
。
こ
れ
は
選
墨
棲
に
つ
い
て
だ
け
述
べ
た
の
で
あ
つ
て
、
被
逞
墨
権
に

つ
い
て
は
、
米
國
に
お
い
て
は
さ
ら
に
完
全
に
極
く
少
敷
の
億
萬
長
者
の
猫
占

す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
て
い
る
。
米
國
は
か
く
の
如
く
で
あ
り
、
そ
の
他
の
資
産

階
級
國
家
も
實
質
的
に
や
は
り
同
様
で
あ
る
。
多
く
の
資
産
階
級
國
家
に
お
け

る
婦
人
及
び
兵
役
服
務
者
は
、
全
部
あ
る
い
は
部
分
的
に
、
選
學
か
ら
除
外
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
多
く
の
國
家
は
す
べ
て
横
暴
不
法
に
も
民
族
と
種
族
の
制
限

を
規
定
し
、
あ
る
國
の
上
院
議
員
は
今
日
に
至
つ
て
も
な
お
任
命
制
と
世
襲
制

を
探
用
し
て
い
る
。
資
産
階
級
國
家
の
候
補
者
は
、
通
常
多
額
の
稀
金
を
納
め

選
墨
費
用
を
負
捲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
貧
乏
人
と
富
者
と
を
立



候
補
の
面
で
完
全
に
不
李
等
な
地
位
に
立
た
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
資

産
階
級
は
、
さ
ら
に
金
銭
を
利
用
し
て
贈
賄
・
政
治
費
買
及
び
各
種
の
悪
事
を

行
う
こ
と
に
よ
つ
て
、
選
墨
濁
占
の
目
的
を
達
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
明

ら
か
な
よ
う
に
資
産
階
級
の
選
暴
制
度
は
、
た
だ
資
涯
階
級
の
搾
取
制
度
と
民

族
墜
迫
の
制
度
を
保
護
す
る
こ
と
を
基
礎
と
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
つ

て
、
そ
れ
は
決
し
て
人
民
に
國
家
の
主
人
公
と
な
る
い
か
な
る
灌
利
を
も
許
す

も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
形
式
上
み
せ
か
け
の
そ
し
て
立
派
な
も

の
の
よ
う
に
み
え
る
も
の
を
規
定
し
て
い
て
も
、
賓
は
人
民
を
欺
し
そ
の
特
権

的
統
治
を
保
護
す
る
目
的
に
役
立
つ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
資
産
階
級
國
家
は
眞
の
民
主
を
も
つ
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
人
民
に
眞
の
民

主
を
與
え
よ
う
と
も
し
な
い
。
ま
さ
に
レ
ー
ニ
ソ
が
い
う
よ
う
に
、
「
資
蓬
階
級

の
民
主
制
は
、
一
貫
し
て
ー
資
本
主
義
の
も
と
で
は
そ
う
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
の
で
あ
る
が
i
制
限
さ
れ
た
、
不
完
全
な
、
虚
儒
の
、
僑
善
的
な
民
主
で

あ
り
、
富
者
に
封
し
て
は
天
國
と
な
り
、
貧
乏
人
と
被
搾
取
者
に
到
し
て
は
陥

穽
と
な
り
欺
購
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
」

　
し
か
し
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
虚
偏
の
偽
善
的
な
資

産
階
級
民
主
制
も
、
現
在
、
資
差
階
級
國
家
と
く
に
米
國
及
び
米
國
の
支
配
し

て
い
る
國
家
に
お
い
て
、
資
産
階
級
に
よ
つ
て
一
歩
一
歩
拡
棄
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
ま
さ
し
く
ス
タ
ー
リ
ソ
同
志
が
い
つ
て
い
る
よ
う
に
、
「
い
ま
で

は
か
す
か
な
自
由
主
義
の
影
す
ら
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
」
の
で
あ
る
。

　
資
産
階
級
國
家
と
は
完
全
に
異
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
人
民
が
主
人
公
と
な
る

國
家
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
國
家
政
椹
は
人
民
に
腸
し
、
全
人
民
は
自
己
の
代

表
を
選
派
し
て
國
家
の
事
務
を
管
理
す
る
擢
利
を
も
つ
て
い
る
。
そ
し
て
人
民

自
身
つ
ね
に
國
家
機
關
の
工
作
を
監
督
す
る
椹
利
と
各
種
の
機
會
と
を
も
つ
て
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い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
い
よ
い
よ
十
分
に
民
主
を
襲
揚
．

す
れ
ば
、
人
昆
民
主
專
政
は
ま
す
ま
す
輩
固
と
な
り
、
人
民
政
府
と
人
民
の
蓮

繋
も
さ
ら
に
緊
密
と
な
り
、
人
民
の
積
極
性
を
十
分
に
獲
揮
さ
せ
る
こ
と
を
基

礎
と
し
て
國
家
の
具
膣
的
任
務
の
一
つ
一
つ
を
一
段
と
完
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
選
學
制
度
が
十
分
な
民
主
的
性
質
を
そ
な

え
て
い
る
根
本
的
理
由
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
選
學
制
度
が
干
百
倍
も
資
産
階

級
選
墾
制
度
に
優
越
し
て
い
る
根
本
的
理
由
な
の
で
あ
る
。

目

　
共
同
綱
領
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
中
華
人
民
共
和
國
の
國
家
政
樒

は
人
民
に
局
す
る
。
人
民
が
國
家
政
椹
を
行
使
す
る
機
關
は
各
級
人
民
代
表
大

會
と
各
級
人
民
政
府
で
あ
る
」
。
ま
た
中
央
人
民
政
府
組
織
法
も
次
の
よ
う
に
規

定
し
て
い
る
。
「
巾
華
人
民
共
和
國
政
府
は
民
主
集
中
の
原
則
に
も
と
づ
く
人
民

代
表
大
會
制
の
政
府
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
ら
の
規
定
に
根
抵
し
て
、
わ
れ
わ
れ

は
、
普
通
選
撃
の
基
礎
の
う
え
に
人
民
が
政
灌
を
行
使
す
る
各
級
人
民
代
表
大

會
を
つ
く
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
選
撃
法
草
案
第
二
章
第
三
章
は
、
各

級
人
民
代
表
大
會
の
代
表
定
員
に
つ
い
て
適
當
な
規
定
を
設
け
て
い
る
。

　
各
級
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
員
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
次
の
二
つ
の
原

則
に
根
振
し
て
規
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
e
そ
れ
は
各
級
人
民
代
表
大
會
を
工

作
能
力
を
有
す
る
國
家
政
樺
機
關
と
し
、
會
議
の
召
集
と
問
題
の
討
論
及
び
解

決
に
便
利
な
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
⇔
そ
れ
は
各
級
人
民
代
表
大
會

と
人
民
の
間
に
密
接
な
連
繋
を
も
た
せ
、
人
民
代
表
大
會
に
お
い
て
批
會
各
昂

主
階
級
の
地
位
と
各
民
族
あ
る
い
は
種
族
の
地
位
に
相
當
し
た
代
表
を
も
た
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
代
表
の
地
匠
性
に
注
意
し
て
、
随
時
各
民
族
各
階
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級
各
地
匠
の
情
況
を
反
映
す
る
の
に
好
都
合
な
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
随
時

代
表
大
會
の
決
議
を
迅
速
に
各
民
族
各
階
級
各
地
直
の
人
民
に
傳
蓬
し
、
一
つ

一
つ
の
決
議
を
全
人
民
の
實
際
行
動
に
轄
化
し
う
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
原
則
に
根
擦
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
郷
・
鎭
・
市
轄
匠
等
の
基
暦

政
槽
軍
位
の
代
表
定
員
が
多
す
ぎ
る
こ
と
は
よ
ろ
し
く
な
い
と
考
え
る
。
基
暦

箪
位
の
會
議
の
間
隔
は
短
く
、
具
膿
的
間
題
は
多
い
か
ら
、
も
し
代
表
の
人
歎

が
多
す
ぎ
る
と
、
問
題
の
周
密
な
討
論
と
解
決
は
非
常
に
難
し
ぐ
な
り
、
あ
ま

り
に
も
多
く
の
人
力
と
時
間
と
を
消
耗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て

草
案
が
郷
・
鎭
の
代
表
定
員
を
一
般
に
十
五
人
乃
至
三
十
五
人
と
し
、
市
轄
圃

代
表
を
三
十
五
人
乃
至
二
百
人
と
規
定
し
て
い
る
の
は
適
當
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
實
施
し
た
後
に
、
人
口
の
比
較
的
多
い
郷
・
鎭
・
市
轄
匿
で
は
代
表
一
人

の
代
表
す
る
人
口
敷
が
比
較
的
多
く
、
蓮
繋
が
比
較
的
困
難
に
な
り
う
る
が
、

そ
れ
は
適
嘗
な
方
法
に
よ
つ
て
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
縣
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
員
は
、
一
般
的
に
い
つ
て
多
す
ぎ
る
こ
と
は
よ

ろ
し
く
な
い
。
縣
級
の
政
権
の
接
腸
す
る
間
題
も
比
較
的
具
膿
的
で
あ
り
毎
年

の
開
會
度
敷
が
少
な
す
ぎ
る
こ
と
は
適
當
で
な
く
、
時
に
は
臨
時
會
議
を
召
集

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て
代
表
人
敷
が
多
す
ぎ
る
こ
と
は
不
便
な

の
で
あ
る
。
草
案
は
一
般
に
、
縣
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
員
を
百
人
乃
至
三

百
五
十
人
と
し
、
特
殊
な
場
合
に
は
四
百
五
十
人
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
縣
の
所
轄
郷
敷
が
多
す
ぎ
、
し
か
も
郷
毎
に

必
ず
代
表
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
省
・
市
人
民
代
表
大
會
の
代
表
定
員
は
、
草
案
に
お
い
て
は
比
較
的
多
く
規

定
さ
れ
て
い
る
。
省
・
市
の
管
轄
範
園
は
比
較
的
廣
く
、
關
係
す
る
間
題
も
比

三
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較
的
大
き
い
か
ら
、
適
當
な
定
員
を
有
し
て
は
じ
め
て
各
方
面
各
地
匠
の
代
表

を
う
け
い
れ
る
こ
と
が
で
き
、
比
較
的
複
雑
な
間
題
を
庭
理
す
る
の
に
便
と
な

る
の
で
あ
る
。
省
の
開
會
度
勲
は
比
較
的
少
く
、
市
は
會
議
を
召
集
す
る
の
に

容
易
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
人
歎
が
比
較
的
多
く
て
も
決
し
て
大
き
な
妨
げ
と

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
草
案
は
、
省
の
代
表
定
員
を
一
般
に
百
人
乃
至
五
百

人
と
し
、
特
殊
な
場
合
に
は
六
百
人
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
の
代
表
定
員

は
五
十
人
よ
り
少
く
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
八
百
人
よ
り
多
く
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
適
當
で
あ
る
。

　
草
案
第
三
章
に
よ
つ
て
計
算
す
る
と
、
全
國
人
民
代
表
大
會
の
定
員
は
約
干

二
百
人
前
後
で
あ
る
。
こ
の
敷
は
ソ
漣
最
高
會
議
の
爾
院
代
表
の
絡
計
よ
り
や

や
少
い
が
、
そ
の
他
の
い
か
な
る
國
家
の
國
會
と
比
較
し
て
も
非
常
に
多
い
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
こ
の
よ
う
な
國
家
に
と
つ
て
現
在
の
條
件
の

も
と
で
は
適
當
で
あ
る
。

　
草
案
に
規
定
す
る
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
の
代
表
定
員
は
、
多
敷
の
地
方

で
は
、
現
在
の
各
界
人
民
代
表
會
議
の
代
表
定
員
に
く
ら
べ
て
少
い
か
、
あ
る

い
は
甚
し
き
に
至
つ
て
は
遙
か
に
少
い
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
代
表
定
員
が
比
較
的
多
敷
で
あ
る
と
、
宣
傳
・
大
衆
動
員
並
に
幹
部

の
訓
練
を
行
う
黙
で
は
利
釜
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
人
民
代
表
大
會
の
職
権
を
行

使
す
る
う
え
に
は
む
し
ろ
甚
し
く
不
便
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
省
・
縣
爾
級
の
代
表
定
員
は
、
條
文
上
比
較
的
融
通
を
き
か
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
と
え
ば
、
人
口
二
千
萬
人
以
下
の
省
の
代
表
定
員
を
百
人
乃
至
四
百
人

と
定
め
て
い
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
各
省
・
縣
の
人
口
敷
が
同

一
で
な
く
、
管
轄
軍
位
の
敷
も
相
違
し
、
民
族
の
分
布
情
況
も
不
同
で
あ
り
、



都
市
と
農
村
の
比
重
も
一
檬
で
た
い
か
ら
、
選
塁
法
は
、
代
表
定
員
の
規
定
に

封
し
て
、
各
種
の
地
匠
に
留
意
し
、
適
當
な
伸
縮
性
を
も
た
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
上
述
の
各
項
の
規
定
と
相
懸
じ
て
、
草
案
は
、
各
級
人
民
代
表
大
會
代
表
定

員
の
選
出
の
比
例
を
規
定
し
て
い
る
。

　
草
案
は
、
各
地
の
選
墨
す
べ
き
代
表
の
定
員
は
人
口
を
基
礎
と
し
、
同
時
に

地
湿
を
考
慮
す
る
こ
と
を
規
定
L
て
い
る
。
郷
・
鎭
及
び
市
轄
匠
人
民
代
表
大

會
代
表
の
選
墨
は
、
完
全
に
人
口
を
基
礎
と
し
て
定
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
の
郷
・
一
つ
の
鎭
あ
る
い
は
一
つ
の
市
轄
匠
の
入
民
代
表
大
會
に
お
い
て

は
、
一
人
の
代
表
の
代
表
す
る
人
口
歎
は
相
等
し
い
の
で
あ
る
。
省
・
縣
の
爾

級
に
つ
い
て
は
、
所
轄
の
郷
あ
る
い
は
縣
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
を
出
し
、
且
つ
代

表
大
會
の
定
員
に
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
考
慮
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
最

大
の
郷
の
選
撃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
縣
人
民
代
表
大
會
代
表
は
三
人
を
超
え

る
こ
と
が
で
き
ず
、
最
大
の
縣
の
選
塁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
省
人
民
代
表
大

會
代
表
は
三
入
乃
至
五
人
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
を
設
け
た
。
全

國
人
民
代
表
大
會
代
表
の
選
出
も
、
人
口
を
基
礎
と
し
同
時
に
地
慨
及
び
軍
位

を
考
慮
す
る
と
い
う
規
定
に
よ
つ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
人
口
の
多
い
省
・
市
が

人
口
の
少
い
省
・
市
の
代
表
定
員
に
く
ら
べ
て
一
段
と
多
い
の
は
當
然
で
あ

る
。
同
時
に
、
草
案
に
お
い
て
は
ま
た
、
非
常
に
小
さ
い
省
に
封
し
て
考
慮
を

彿
い
、
各
省
の
代
表
定
員
は
三
人
よ
り
少
く
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
規
定
し

た
。
事
賓
上
、
小
省
は
多
く
東
北
・
西
北
及
び
西
南
に
存
在
し
て
を
り
、
東
北

の
小
省
の
多
く
は
工
業
都
市
の
代
表
定
員
に
よ
つ
て
調
整
さ
れ
、
西
北
及
び
西

南
の
小
省
の
多
く
は
少
籔
民
族
の
代
表
定
員
に
よ
つ
て
調
整
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
つ
て
、
こ
れ
ら
小
省
の
代
表
定
員
は
一
般
に
少
く
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

新
中
國
選
畢
法
に
關
す
る
資
料

新
彊
・
甘
粛
の
定
員
は
陳
西
に
相
営
し
、
人
口
僅
か
九
十
餓
萬
し
か
な
い
寧
夏

も
五
人
の
代
表
を
選
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
、
合
理
的
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
草
案
は
、
都
市
及
び
農
村
の
選
拳
す
べ
き
代
表
の
相
異
な
る
人
口
比
例
を
規

定
し
て
い
る
。
條
文
は
、
省
は
八
十
萬
人
毎
に
全
國
人
民
代
表
大
會
代
表
一
人

を
選
暴
し
、
工
業
都
市
は
十
萬
人
毎
に
全
國
人
民
代
表
大
會
代
表
一
人
を
選
塁

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
た
。
省
・
市
・
縣
人
民
代
表
大
會
代
表
に
封
し

て
も
同
檬
な
性
質
の
規
定
を
行
つ
た
。
都
市
は
政
治
・
脛
濟
・
文
化
の
中
心
で

あ
り
、
螢
働
者
階
級
及
び
工
業
の
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
都

市
と
農
村
と
の
選
塁
す
べ
き
代
表
の
相
異
な
る
人
口
比
例
の
規
定
は
、
ま
さ
し

く
螢
働
者
階
級
の
國
家
に
蜀
す
る
指
導
作
用
を
反
映
し
、
同
時
に
わ
が
國
工
業

化
の
獲
展
方
向
を
標
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
規
定

は
、
わ
が
國
の
政
治
制
度
と
實
際
の
情
況
に
完
全
に
合
致
し
、
全
く
必
要
且
つ

正
確
な
も
の
で
あ
る
。

　
草
案
は
、
少
敷
民
族
及
び
人
民
武
装
部
隊
の
各
級
入
民
代
表
大
會
に
お
け
る

適
嘗
な
代
表
定
員
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
、
人
口
約
一
千
百

萬
人
の
國
外
華
僑
の
選
撃
す
べ
き
全
國
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
員
を
三
十
人

と
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
祀
國
の
國
外
同
胞
に
勤
す
る
特
別
な
關
心

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
重
ね
て
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
草
案
に
は
婦
人
代
表
の
定
員
を
と
く
べ
つ
に
規
定
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど

も
、
各
級
人
民
代
表
大
會
代
表
の
選
墨
に
お
い
て
は
適
営
敷
の
婦
人
代
表
を
選

撃
す
る
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
適
嘗
籔
の

婦
人
代
表
を
も
た
な
い
人
民
代
表
大
會
が
廣
汎
な
代
表
性
を
も
ち
う
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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新
中
國
選
畢
法
に
關
す
る
資
料

　
以
上
の
よ
う
に
、
選
累
法
の
規
定
に
し
た
が
つ
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
各
級
人

民
代
表
大
會
は
、
眞
に
わ
が
國
の
現
實
生
活
と
階
級
關
係
を
反
映
し
、
肚
會
各

民
族
各
階
級
に
各
級
人
民
代
表
大
會
に
お
い
て
そ
の
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い
代
表

を
有
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
わ
れ
わ
れ
の
人
民
代
表
大
會
に
も

つ
と
も
廣
汎
な
人
民
代
表
性
を
そ
な
え
さ
せ
、
十
分
に
各
民
族
人
民
の
要
求
を

反
映
し
集
中
さ
せ
、
完
全
に
螢
働
者
階
級
指
導
下
の
全
人
民
の
利
釜
を
保
障
さ

せ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

日

　
選
塁
法
草
案
は
國
内
各
少
歎
民
族
の
選
暴
に
到
し
て
と
く
に
一
章
の
規
定
を

設
け
た
。

　
わ
が
國
は
多
く
の
民
族
を
有
す
る
大
國
で
あ
り
、
各
民
族
入
民
は
祀
國
の
建

設
に
封
し
て
多
少
の
差
は
あ
る
が
貢
献
を
行
つ
て
い
る
。
三
年
鹸
こ
の
か
た
毛

主
席
と
中
國
共
産
黙
の
定
め
た
民
族
政
策
を
徹
底
的
に
執
行
し
た
た
め
に
、
す

で
に
奮
中
國
に
長
期
間
存
在
し
て
い
た
民
族
匪
迫
と
民
族
差
別
現
象
と
を
根
本

的
に
改
攣
し
、
眞
の
民
族
李
等
を
賢
現
あ
る
い
は
實
現
し
つ
つ
あ
り
、
中
華
人

民
共
和
國
は
わ
が
國
各
民
族
人
民
の
友
好
合
作
の
大
家
庭
と
な
つ
て
い
る
。
疑

い
も
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
選
墨
法
は
、
こ
の
よ
う
な
、
民
族
友
好
團
結
の
關
係

を
反
映
し
、
且
つ
こ
れ
を
輩
固
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
全
國
の
各
少
激
民
族
の
人
口
籔
は
全
國
人
口
総
敷
の
約
十
四
分
の
一
を
占
め

て
い
る
。
草
案
は
全
國
人
民
代
表
大
會
の
少
敷
民
族
代
表
の
定
員
を
百
五
十
人

と
規
定
し
、
且
つ
こ
の
固
定
敷
の
ほ
か
に
少
藪
民
族
選
墨
民
で
全
國
人
民
代
表

大
會
代
表
に
當
選
し
た
も
の
の
あ
る
と
き
は
、
百
五
十
人
の
定
員
中
に
算
入
し

な
い
こ
と
を
規
定
し
た
。
そ
こ
で
、
全
國
人
民
代
表
大
會
の
少
籔
民
族
代
表
の
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人
敷
は
、
實
際
に
は
代
表
絡
籔
の
七
分
の
一
に
接
近
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
わ

れ
わ
れ
は
こ
の
定
員
の
規
定
が
合
理
的
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
全
國
の
民
族

軍
位
は
歎
多
く
、
分
布
地
匠
も
非
常
に
廣
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
必
要
な
考
慮

を
行
う
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
は
じ
め
て
國
内
少
敷

民
族
は
相
常
敷
の
代
表
を
全
國
人
民
代
表
大
會
に
出
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

　
同
檬
の
理
由
か
ら
、
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
の
少
敷
民
族
代
表
の
定
員
も

前
述
の
精
紳
に
擦
つ
て
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
つ
て
草
案
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
地
方
各
級
人
民
代
表
大

會
で
、
そ
の
境
域
内
に
少
敷
民
族
の
聚
居
優
の
あ
る
も
の
は
、
聚
居
す
る
少
敷

民
族
ご
と
に
ひ
と
」
く
代
表
を
出
席
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

　
し
た
が
つ
て
草
案
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
境
城
内
に
聚
居
す
る
同

一
少
敷
民
族
の
絡
人
口
敷
が
鏡
域
内
の
総
人
口
敷
の
百
分
の
十
に
達
し
な
い
と

き
は
、
そ
の
一
代
表
の
代
表
す
る
人
口
敷
は
勘
酌
し
て
そ
の
地
の
人
民
代
表
大

會
の
一
代
表
の
代
表
す
る
人
口
轍
よ
り
少
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
少
く
と

も
二
分
の
一
よ
り
少
く
し
な
い
こ
と
を
原
則
と
す
る
」
。
た
と
え
ば
、
十
萬
人
の

人
口
を
有
す
る
縣
が
千
入
毎
に
代
表
一
人
を
選
撃
す
る
こ
と
を
規
定
し
、
あ
る

一
聚
居
匠
の
少
敷
民
族
の
入
口
が
一
萬
人
に
蓬
し
な
い
と
き
、
そ
れ
は
干
人
よ

り
少
い
人
敷
に
つ
き
代
表
一
入
を
選
墨
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
少
く
と

も
五
百
人
以
下
の
人
敷
に
つ
き
代
表
一
人
を
選
撃
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
種
の
規
定
は
、
少
敷
民
族
人
口
の
比
較
的
多
い
地
方
に
用
い
る

と
不
適
當
で
あ
る
。
廣
西
を
例
と
し
て
み
る
と
、
全
省
で
約
二
千
萬
人
に
近
く
、

そ
の
う
ち
少
数
民
族
は
八
百
萬
人
を
こ
え
て
い
る
。
も
し
上
述
の
規
定
を
援
用



す
る
と
、
漢
族
人
民
は
十
萬
人
毎
に
代
表
一
人
を
選
學
し
て
代
表
百
二
十
人
を

選
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
少
敷
民
族
は
五
萬
人
毎
に
代
表
一
人
を
選
撃
し
て
代

表
百
六
十
人
を
選
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
不
合

理
で
あ
る
。
そ
こ
で
草
案
は
ま
た
亥
の
よ
う
に
規
定
し
た
。
「
境
域
内
に
聚
居
す

る
同
一
少
敷
民
族
の
総
人
口
敷
が
境
域
内
の
総
人
口
敷
の
百
分
の
十
以
上
を
占

め
て
い
る
と
き
は
、
…
…
そ
の
一
代
表
の
代
表
す
る
人
口
敷
は
そ
の
地
の
人
民

代
表
大
會
の
一
代
表
の
代
表
す
る
入
口
敷
に
相
當
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

　
全
國
の
各
少
敷
民
族
の
人
口
は
敏
に
お
い
て
同
一
で
な
く
、
分
布
地
匠
も
非

常
に
庚
く
、
ま
た
聚
居
・
散
居
な
ど
の
匠
別
も
あ
る
か
ら
、
各
級
人
民
代
表
大

會
の
少
敷
民
族
代
表
の
選
撃
は
、
す
べ
て
所
轄
地
圃
の
少
勲
民
族
の
情
況
を
考

慮
し
、
人
口
の
統
一
的
計
算
と
選
學
す
べ
き
代
表
定
員
の
統
一
的
分
配
の
方
法

を
探
用
す
べ
き
で
あ
り
、
“
そ
れ
に
よ
つ
て
始
め
て
、
塵
理
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
障
害
の
叢
生
を
避
け
う
る
の
で
あ
る
。

　
草
案
は
十
分
に
各
種
の
異
つ
た
情
況
を
考
慮
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
そ
れ

は
、
各
民
族
の
選
撃
に
封
し
て
は
一
般
的
概
括
的
規
定
を
設
け
た
だ
け
で
あ
つ

て
、
選
撃
に
關
す
る
具
盟
的
方
法
と
定
員
の
分
配
は
各
級
人
民
政
府
と
そ
の
選

撃
委
員
會
が
具
膿
的
情
況
に
根
撮
し
て
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。

　
疑
い
も
な
く
、
選
墨
法
の
少
敷
民
族
選
撃
に
蜀
す
る
各
項
の
規
定
は
、
各
少

敷
民
族
人
民
の
熱
列
な
擁
護
を
獲
得
し
、
三
年
來
の
民
族
團
結
の
成
果
を
大
い

に
輩
固
に
し
、
全
國
各
民
族
が
中
國
共
産
黛
及
び
毛
主
席
の
指
導
の
も
と
に
政

治
・
脛
濟
・
文
化
の
各
方
面
で
よ
り
以
上
の
獲
展
を
獲
得
す
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
で
あ
ろ
う
。

新
中
國
選
畢
法
に
關
す
る
資
料

㈲

　
選
撃
法
草
案
第
六
・
七
・
八
・
九
等
の
章
は
、
選
撃
の
手
綾
及
び
選
暴
方
法

に
封
し
て
具
膿
的
な
規
定
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
十
分
に
選
暴

民
の
選
墨
中
に
お
け
る
樫
利
を
保
讃
し
て
い
る
。
，

　
選
學
法
草
案
は
、
選
墾
民
の
登
録
を
行
い
選
墨
民
名
簿
の
公
布
を
行
つ
た
後

に
、
公
布
し
た
選
墾
民
名
簿
に
不
同
意
の
も
の
の
あ
る
と
き
は
、
選
暴
委
員
會

に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
、
選
暴
委
員
會
は
五
日
以
内
に
庭
理
の
決
定
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
規
定
し
て
い
る
。
提
訴
人
が
庭
理
に
封
し
て
不
満
の

と
き
は
、
人
民
法
廷
に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
す
れ

ば
、
基
暦
人
民
政
府
と
基
暦
選
暴
委
員
會
に
、
選
墨
民
登
録
を
庭
理
す
る
と
き

に
愼
重
に
從
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
草
案
は

同
時
に
選
撃
民
名
簿
は
選
墨
の
三
十
日
前
に
公
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規

　定U
た
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
提
訴
人
に
提
訴
と
訴
訟
を
行
う
十
分
な
機
會

を
興
え
、
選
暴
委
員
會
と
人
民
法
廷
に
比
較
的
多
く
の
時
間
を
も
た
せ
て
選
學

民
資
格
に
か
ん
す
る
提
訴
と
訴
訟
に
つ
い
て
要
當
な
庭
理
を
行
わ
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
選
學
法
草
案
は
、
中
國
共
渥
黛
・
各
民
主
黛
、
派
・
各
人
民
團
騰
、
及
び
上
述

の
各
黛
派
團
膿
に
島
さ
な
い
選
學
民
あ
る
い
は
代
表
は
、
す
べ
て
選
暴
匠
域
あ

る
い
は
選
撃
軍
位
に
し
た
が
り
て
、
蓮
合
あ
る
い
は
箪
濁
に
代
表
候
補
者
名
簿

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
實
際
に
は
、
中
國

共
産
黛
・
各
民
主
窯
派
及
び
各
人
民
團
騰
が
蓮
合
指
名
す
る
方
式
を
各
級
人
民

代
表
大
會
代
表
候
補
者
名
簿
提
出
の
主
要
方
式
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

そ
う
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
選
塁
民
あ
る
い
は
代
表
は
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軍
濁
に
代
表
候
補
者
を
提
出
す
る
槽
利
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
、
選

塁
民
あ
る
い
は
代
表
に
更
に
多
く
意
見
を
叢
表
す
る
機
會
を
も
た
せ
る
よ
う
に

し
た
。
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
現
在
の
情
況
の
も
と
で
は
有
釜
無
害
の
も
の
で

あ
る
。
曾
つ
て
選
墨
を
行
つ
た
輕
験
に
て
ら
し
て
、
代
表
候
補
者
名
簿
は
、
提

出
さ
れ
た
後
に
、
前
も
つ
て
公
布
し
、
基
暦
選
撃
匠
域
に
お
い
て
は
各
選
撃
民

小
組
ま
で
、
ま
た
各
級
人
民
代
表
大
會
に
お
い
て
は
各
代
表
小
組
ま
で
提
示
し
、

十
分
な
討
論
を
行
い
や
す
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
民

主
的
討
論
を
脛
て
、
選
塁
人
に
候
補
者
の
情
況
を
理
解
さ
せ
、
且
つ
各
選
墨
候

補
着
が
指
名
に
適
當
で
あ
る
か
ど
う
か
を
鑑
別
さ
せ
、
こ
れ
ら
の
意
見
に
も
と

づ
い
て
候
補
者
名
簿
の
修
正
を
行
わ
さ
せ
、
そ
の
後
に
正
式
に
選
撃
を
行
わ
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
草
案
は
ま
た
、
選
暴
の
と
き
に
、
選
撃
人
は
候

補
者
名
簿
に
よ
つ
て
投
票
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
別
に
自
分
が
選
撃
し
た
い

と
思
う
そ
の
他
の
選
墨
民
を
選
暴
す
る
こ
と
も
で
き
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
手
綾
を
脛
て
、
選
撃
人
は
十
分
に
そ
の
意
見
を
襲
表
し
、
選
撃
は

潤
足
す
べ
き
結
果
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
草
案
は
、
郷
・
鎭
・
市
轄
匪
及
び
匠
を
設
け
て
い
な
い
市
な
ど
の
基
暦
耶
位

の
選
舞
は
、
選
暴
民
の
居
住
情
況
に
よ
つ
て
若
干
の
選
墨
匿
に
匠
分
し
、
各
個

に
選
墾
大
會
を
開
い
て
選
撃
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
、
と
規
定
し
、
選
學
地
馳

と
選
暴
民
の
居
住
地
と
が
遠
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
す

れ
ば
す
べ
て
の
選
墨
民
は
容
易
に
邊
學
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
Q

　
草
案
は
ま
た
必
要
な
條
項
を
規
定
し
て
選
墾
に
封
す
る
違
法
行
爲
を
制
止
し

て
い
る
。
草
案
は
、
お
よ
そ
暴
力
・
脅
迫
・
詐
欺
・
賄
路
な
ど
非
法
手
段
を
用

い
て
選
墨
を
破
壊
し
あ
る
い
は
選
撃
民
が
自
由
に
そ
の
選
拳
権
及
び
被
選
墾
権

四
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を
行
使
す
る
こ
と
を
妨
害
し
た
者
、
と
く
に
選
暴
文
件
の
傭
造
・
得
票
籔
の
庵

造
・
隠
蔽
・
ご
ま
か
し
等
の
非
法
行
爲
を
犯
し
あ
る
い
は
擦
告
者
に
封
し
て
膝
”

制
報
復
行
爲
を
行
つ
た
人
民
政
府
あ
る
い
は
選
撃
委
員
會
の
人
員
に
は
、
す
べ

て
人
民
法
院
も
し
く
は
人
民
法
廷
が
刑
事
懲
罰
を
與
え
る
こ
と
を
規
定
し
て
い

る
。
選
墨
中
に
獲
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
違
法
行
爲
を
防
止
し
且
つ
適
切
起
時

に
そ
れ
を
庭
理
す
る
た
め
に
、
、
人
民
法
院
と
人
民
法
廷
の
工
作
は
こ
れ
を
強
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
民
法
院
は
、
必
要
な
敷
の
人
民
法
廷
を
組
織
派
遣

し
、
選
翠
を
行
う
基
暦
軍
位
に
し
た
が
つ
て
工
作
を
展
開
し
、
選
塁
工
作
の
順

調
な
進
行
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
わ
れ
わ
れ
の
選
墨
制
度
が
十
分
に
人
民
の
利
盆

を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
選
墨
制
度
の
す

ぐ
れ
た
黙
は
、
そ
れ
が
十
分
に
民
主
的
原
則
を
規
定
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

選
學
工
作
の
各
段
階
に
お
い
て
切
實
有
敷
な
具
騰
的
方
法
を
規
定
し
、
こ
れ
ら

の
、
原
則
の
貫
徹
に
確
實
な
保
障
を
與
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

国

　
郷
・
鎭
・
市
轄
匠
及
び
匪
を
設
け
て
い
な
い
市
の
人
民
代
表
大
會
の
選
墨
工

作
は
、
全
國
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
の
選
撃
工
作
の
基
礎
で
あ
る
。
こ

れ
ら
基
暦
軍
位
の
選
塁
が
う
ま
く
施
行
さ
れ
れ
ば
、
縣
・
市
以
上
の
選
墨
工
作

は
比
較
的
容
易
に
な
る
の
で
あ
る
。
今
度
の
基
暦
の
選
撃
蓮
動
に
お
い
て
、
わ

れ
わ
れ
は
、
十
分
に
民
主
を
護
揚
す
る
こ
と
を
基
礎
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
政
権
・

黛
及
び
大
衆
團
騰
の
基
暦
組
織
の
幹
部
に
大
衆
の
鑑
別
下
に
一
度
深
刻
な
教
育

を
受
け
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
つ
て
現
在
基
暦
組
織
と
基
暦
幹
部
の
な
か
に
嚴
存
し

て
い
る
命
令
主
義
と
多
く
の
違
法
・
紀
律
棄
飢
の
現
象
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な



ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
十
分
民
主
的
な
選
暴
を
つ
う
じ
て
、
不
良
分
子
・
蓮

法
紀
律
繁
飢
の
分
子
及
び
甚
し
い
命
令
主
義
の
錯
誤
を
犯
し
人
民
大
衆
の
全
く

満
足
し
え
な
い
と
こ
ろ
と
な
つ
た
分
子
を
、
各
種
基
暦
組
織
の
工
作
部
署
か
ら

除
外
し
、
大
衆
が
愛
戴
し
大
衆
と
結
び
つ
い
た
人
を
こ
れ
ら
組
織
の
工
作
部
署

に
選
出
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
今
度
の
選
墨
蓮

動
を
通
じ
て
、
人
民
政
府
と
人
民
の
間
の
漣
繋
を
さ
ら
に
緊
密
に
し
、
且
つ
幹

部
の
作
風
を
改
善
す
る
目
的
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
各

級
人
民
代
表
大
會
の
選
學
は
人
口
を
計
算
の
標
準
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

わ
れ
わ
れ
は
選
墨
民
登
録
と
同
時
に
一
度
全
國
的
範
園
に
お
よ
ぶ
人
口
調
査
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
基
暦
箪
位
の
も
つ
と
も
困
難
な
仕
事
は
選
學
民
登
録
で
あ
る
。
選
塁
民
の
轍

は
非
常
に
多
く
、
ま
た
人
口
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
犬
量
の

人
力
を
必
要
と
し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
は
じ
め
て
こ
の
こ
と
を
成
功
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
選
暴
民
登
録
の
最
大
の
問
題
は
、
選
暴
民
の
資
絡
を
確

定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
紬
に
つ
い
て
は
、
都
市
た
る
と
農
村
た
る
と
を
論

ぜ
ず
、
一
蓮
の
民
主
改
革
蓮
動
に
お
い
て
、
依
然
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
り
今
回

は
必
ず
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
間
題
を
残
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
地
主

階
級
分
子
に
到
し
て
は
、
だ
れ
が
五
年
以
上
の
螢
働
敢
造
を
纒
過
し
完
全
に
政

府
の
法
令
に
服
從
し
い
か
な
る
反
動
的
行
爲
も
な
く
法
に
よ
つ
て
身
分
を
墜
更

さ
れ
政
治
的
槽
利
を
あ
た
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
確
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
だ
れ
が
な
お
上
述
の
條
件
を
そ
な
え
て
い
ず
身
分
を
攣
更
し
て

は
な
ら
な
い
か
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
主
階
級
の
青
年
子
女
に
つ

い
て
は
、
だ
れ
が
直
接
搾
取
に
参
加
L
た
こ
と
が
な
く
完
全
に
政
府
の
法
令
に

服
從
し
て
お
り
政
治
的
鰹
利
を
あ
た
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
確
定
し
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
だ
れ
が
上
述
の
條
件
を
そ
な
え
て
い
ず
政
治
的
槽

利
を
與
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
か
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
富
農
分
子

に
か
ん
し
て
は
、
一
般
に
政
治
的
椹
利
の
有
無
に
つ
い
て
の
間
題
は
存
在
し
な

い
。
す
な
わ
ち
、
か
れ
ら
は
政
治
的
権
利
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

奮
解
放
匠
に
お
い
て
は
、
奮
富
農
分
子
が
政
治
的
権
利
を
有
す
る
か
否
か
の
問

題
は
、
政
務
院
一
九
五
〇
年
八
月
四
日
の
決
定
に
し
た
が
つ
て
選
別
し
確
定
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
制
を
う
け
て
い
る
反
革
命
分
子
に
甥
し
て
も
、
嚴

格
な
選
別
と
整
理
と
を
行
い
、
管
制
を
纏
綾
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
・
改
造
が

比
較
的
良
好
で
管
制
期
間
を
短
縮
あ
る
い
は
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
が
な
お
政

治
的
権
利
を
あ
た
え
な
い
も
の
・
改
造
が
さ
ら
に
良
好
で
管
制
を
取
浴
し
政
治

的
権
利
を
あ
た
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
・
管
制
が
誤
り
で
あ
り
そ
の
政
治
的

権
利
を
同
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、
を
匠
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
時
に
、
選
墨
民
登
録
に
お
い
て
、
調
査
洩
れ
し
て
い
た
反
革
命
分
子
を
獲
見

し
た
と
き
は
、
管
制
を
加
え
、
そ
の
政
治
的
椹
利
を
剥
恋
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
要
す
る
に
、
選
撃
民
登
録
は
、
極
め
て
嚴
粛
な
工
作
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ

は
反
動
分
子
あ
る
い
は
ま
だ
身
分
を
墜
え
て
い
な
い
地
主
階
級
分
子
が
不
法
に

荘
嚴
な
政
治
的
樒
利
を
盗
み
と
る
こ
と
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ

は
ま
た
、
一
人
の
公
民
た
り
と
も
誤
つ
て
薙
嚴
な
政
治
的
樺
利
を
剥
奪
さ
れ
る

こ
と
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
基
層
の
選
學
工
作
は
、
選
撃
民
登
録
と
人
口
調
査
、
選
暴
民
資
絡
問
題
に
到

す
る
提
訴
の
庭
理
、
選
撃
候
補
者
名
簿
の
提
出
と
討
論
、
選
暴
匠
域
の
劃
定
と

選
撃
大
會
の
召
集
の
い
ず
れ
を
と
わ
ず
、
す
べ
て
非
常
に
細
緻
な
嚴
霜
な
も
の

で
あ
る
。
全
選
暴
工
作
の
過
程
に
お
い
て
、
命
令
主
義
者
・
遠
法
紀
律
素
飢
分

子
及
び
選
塁
破
壊
分
子
と
噺
固
た
る
闘
雫
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ

四
三

（
三
三
九
）
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と
に
よ
つ
て
は
じ
め
て
十
分
に
民
主
を
獲
揚
し
廣
大
な
選
墨
民
を
吸
引
し
て
積

極
的
に
選
累
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
保
諦
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ

の
た
め
に
基
層
軍
位
の
選
暴
は
、
上
級
選
學
委
員
の
派
遣
し
た
工
作
組
の
指
導

の
も
と
に
行
い
、
基
層
委
員
會
の
主
席
に
は
上
級
委
員
會
の
任
命
し
た
そ
の
地

以
外
の
有
力
幹
部
を
あ
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
量
の
專
門
的
調
練
を
う
け

た
幹
部
を
基
暦
箪
位
に
派
遣
し
て
選
暴
工
作
に
参
加
さ
せ
指
導
さ
せ
て
、
は
じ

め
て
選
暴
法
が
基
層
箪
位
に
お
い
て
確
費
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
保
謹
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

㈹

　
選
暴
法
の
確
寳
な
執
行
を
監
督
し
指
導
す
る
た
め
に
、
選
撃
法
が
通
過
し
公

布
さ
れ
た
後
に
、
迅
速
に
中
央
及
び
地
方
各
級
選
撃
委
員
會
を
成
立
さ
せ
、
必

要
な
事
務
機
關
を
設
け
て
同
級
人
民
政
府
の
指
導
と
上
級
選
學
委
員
會
の
指
導

の
も
と
に
選
撃
事
項
の
庭
理
を
行
わ
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
選
翠
法
草
案
は
、
中
央
及
び
地
方
各
級
選
撃
委
員
會
の
組
織
と
任
務
に
封
し

て
明
確
且
つ
詳
細
な
規
定
を
行
つ
て
い
る
。
そ
の
仕
事
の
庭
理
を
容
易
に
す
る

た
め
に
、
各
級
選
學
委
員
會
の
人
敷
が
多
す
ぎ
る
こ
と
は
よ
ろ
し
く
な
い
。
そ

う
で
さ
え
全
國
各
級
選
拳
委
員
會
委
員
の
総
籔
を
計
算
す
る
と
、
二
百
萬
前
後

に
達
す
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
わ
れ
わ
れ
は
、
今
同
は
じ
め
て
選
墨
を
行
う
の
，

で
あ
り
、
任
務
は
複
雑
で
脛
験
も
不
十
分
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
選
墨
委
員
會

の
工
作
能
力
が
強
大
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
任
に
た
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

こ
で
、
人
狢
が
正
し
く
、
公
正
に
事
を
行
い
、
ま
た
大
衆
と
蓮
繋
あ
る
人
を
選

墨
し
て
選
撃
委
員
會
の
工
作
に
常
ら
せ
る
こ
と
が
、
選
撃
を
成
功
裡
に
行
う
鍵

で
あ
る
。

四
四

（
三
四
〇
）

　
各
級
選
撃
委
員
會
の
委
員
が
代
表
候
補
者
に
指
名
さ
れ
う
る
か
否
か
の
問

題
、
す
な
わ
ち
同
避
す
べ
き
か
否
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
同
避
・

規
定
を
設
け
る
必
要
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
現
在
賓
行
す
る
主

な
も
の
は
問
接
選
墨
で
あ
り
、
各
級
人
民
代
表
大
會
に
お
け
る
選
墨
工
作
は
選

暴
委
員
會
で
は
な
く
大
會
主
席
團
が
主
宰
し
、
基
暦
選
墨
工
作
も
上
級
選
琴
委

員
會
派
遣
の
工
作
組
の
監
督
と
指
導
の
も
と
に
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
各
級
選
撃
委
員
會
は
、
成
立
の
後
に
、
自
己
の
工
作
程
序
を
制
定
し
、
そ
の

地
の
人
民
政
府
の
指
導
の
も
と
に
關
係
部
門
と
協
力
し
、
直
ち
に
選
墨
法
の
宣

傳
を
行
い
、
そ
の
地
匪
で
選
墨
法
を
執
行
す
る
具
鎧
的
方
法
を
研
究
し
、
計
甕

を
作
成
し
て
上
級
の
批
准
を
申
請
す
る
等
の
工
作
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
む
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
縣
・
市
以
上
の
各

級
選
墨
委
員
會
の
工
作
の
重
黙
は
、
基
暦
輩
位
の
選
暴
を
指
導
す
る
こ
と
、
ま

ず
第
一
に
工
作
隊
の
選
抜
と
訓
練
・
工
作
に
む
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
訓
練
を
う
け
政
策
を
熟
知
し
選
暴
法
令
に

通
曉
し
た
工
作
除
を
も
ち
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
よ
る
テ
ス
ト
を
行
つ
て
そ
れ
を

逐
次
推
し
廣
め
時
期
を
分
つ
て
完
成
し
て
い
く
工
作
方
法
を
探
用
し
さ
え
す
れ

ば
、
敷
ヵ
月
の
期
間
内
に
基
暦
選
墨
工
作
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
基
暦
の
選
墨
工
作
さ
え
成
功
す
れ
ば
、
縣
以
上
の
各
級
人
民
代
表
大
會

の
選
墨
工
作
の
輝
か
し
い
完
成
へ
の
基
礎
が
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
選
學
法
草
案
に
封
す
る
読
明
で
あ
る
。

　
中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
選
撃

法
の
通
過
と
公
布
は
、
わ
が
國
の
政
治
生
活
に
お
い
て
、
重
大
な
歴
史
的
意
義

を
有
す
る
事
件
で
あ
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
の
國
家
が
開
始
し
た
ば
か
り
の
第
一

期
五
ヵ
年
建
設
計
甕
を
わ
が
國
の
脛
濟
・
文
化
稜
展
の
新
段
階
を
示
す
も
の
と



い
う
な
ら
ば
、
選
學
法
の
公
布
は
ま
さ
に
わ
が
國
人
民
民
主
政
治
稜
展
の
新
段

階
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ス
タ
ー
リ
ン
同
志
は
一
九
三
六
年
三
月
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
「
わ
れ

わ
れ
の
新
し
い
逡
墨
制
度
は
す
べ
て
の
機
關
と
團
膣
の
工
作
を
緊
張
さ
せ
、
か

れ
ら
に
せ
ま
つ
て
自
己
の
工
作
を
改
善
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ソ
漣
の
普
遍
・
奉

等
・
直
接
・
無
記
名
の
選
撃
制
度
は
人
晟
の
手
中
の
鞭
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
つ

て
工
作
の
不
良
な
政
瀧
機
關
を
鞭
つ
の
で
あ
る
」
と
。

　
疑
い
も
な
く
わ
れ
わ
れ
の
選
撃
法
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
一
九
三
六
年
以
後
の

ソ
蓮
の
選
墾
制
度
の
よ
う
に
完
備
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
大
膿
同

様
な
敷
果
を
生
む
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
各
級
人
民
政
府
の
工
作
能
率
を
大
い

に
培
強
し
、
官
僚
主
義
者
・
命
令
主
義
者
及
び
遽
法
紀
律
棊
飢
分
子
に
身
を
か

く
す
所
を
失
わ
せ
、
更
に
人
民
政
府
と
人
民
の
間
の
蓮
繋
を
張
化
し
、
入
民
民

，
主
專
政
の
國
家
制
度
を
一
段
と
完
備
し
、
全
國
各
民
族
の
團
結
を
張
化
し
、
人

民
民
主
統
一
職
線
に
よ
り
以
上
の
強
さ
と
護
展
と
を
も
た
ら
，
す
で
あ
ろ
う
。

　
疑
い
も
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
選
墨
法
は
人
民
大
衆
の
積
極
性
と
創
造
性
と
を

大
い
に
護
揮
さ
せ
、
全
國
入
民
を
さ
ら
に
緊
密
に
毛
主
席
・
中
國
共
産
窯
及
び

巾
央
人
民
政
府
の
周
園
に
團
結
さ
せ
、
抗
米
援
朝
闘
雫
の
徹
底
的
勝
利
を
闘
い

と
り
、
國
家
の
各
種
の
建
設
計
番
を
實
現
し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
わ
が
國
を
徐
々

に
肚
會
主
義
に
導
く
で
あ
ろ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
の
選
墨
法
は
、
中
國
人
民
が
毛
主
席
と
中
國
共
蓬
窯
の
指
導
の
も

と
に
、
長
期
に
わ
た
る
苦
し
い
闘
璽
の
な
か
か
ら
獲
得
し
た
勝
利
の
果
實
で
あ

り
、
全
國
人
民
は
欣
喜
雀
躍
の
心
を
も
つ
て
そ
の
誕
生
を
迎
え
、
自
か
ら
の
實

際
行
動
に
よ
つ
て
そ
の
實
現
の
た
め
に
努
力
奮
闘
す
る
で
あ
ろ
う
。

新
中
國
選
畢
法
に
關
す
る
資
料

B
　
人
民
代
表
大
會
に
關
す
る
い
く
つ
か
の
問
題

間
人
民
代
表
大
會
の
制
度
と
は
ど
の
よ
5
な
も
の
で
す
か
。

答
　
人
民
代
表
大
會
の
制
度
は
わ
が
國
の
基
本
的
政
治
制
度
で
あ
つ
て
、
そ
れ

　
は
、
人
民
が
普
通
選
撃
の
方
法
に
よ
つ
て
各
級
人
民
代
表
大
會
を
つ
く
り
出

　
し
て
人
民
が
政
権
を
行
使
す
る
機
關
と
し
、
各
級
人
民
代
表
大
會
は
各
級
人

　
民
政
府
を
選
撃
し
て
各
級
人
民
代
表
大
會
の
閉
會
期
間
中
人
民
が
政
椹
を
行

　
使
す
る
機
關
と
す
る
、
と
規
定
し
て
お
り
ま
す
。
國
家
の
最
高
政
椛
機
關
は

　
全
國
人
民
代
表
大
會
と
そ
れ
が
選
出
す
る
中
央
人
民
政
府
で
す
。

問
　
人
民
代
表
大
會
の
制
度
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
。

答
第
一
に
、
そ
れ
は
、
さ
ら
に
慶
く
廣
大
な
人
民
を
動
員
し
て
國
家
政
権
の

　
管
理
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
に
し
て
一
段
と
わ
が
國
の
國

　
家
政
灌
が
人
民
に
馬
し
て
い
る
と
い
う
性
質
を
騰
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　
す
。
第
二
に
、
そ
れ
は
、
民
主
集
中
制
の
原
則
を
賓
行
し
廣
く
民
主
を
獲
揚

　
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
大
衆
の
智
慧
を
集
巾
し
決
議
を
作
成
し
政
府
に
交

　
付
し
て
大
衆
を
指
導
し
執
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
三
に
・
そ
れ
は
、

　
議
事
の
機
關
で
あ
る
と
と
も
に
工
作
の
機
關
で
も
あ
り
、
代
表
は
討
論
し
て

　
國
家
と
地
方
の
事
務
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
實
際
に

　
決
定
決
議
の
執
行
に
参
與
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
人
民

　
の
意
志
の
實
現
を
保
謹
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
四
に
、
代
表
は
、
人
民

　
が
普
通
選
暴
の
方
法
に
よ
つ
て
つ
く
り
出
し
、
人
民
の
監
督
を
う
け
る
も
の

　
で
あ
つ
て
、
選
墨
民
は
随
時
リ
コ
ー
ル
し
補
選
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ

　
う
に
し
て
代
表
が
人
民
の
意
志
に
服
從
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
保
読
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
要
す
る
に
、
そ
れ
は
、
人
民
が
自
己
の
政
治
樺
力
を

　
行
使
し
、
官
僚
主
義
を
防
止
克
服
し
、
人
民
民
主
専
政
を
輩
固
に
す
る
の
に
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新
中
國
選
墨
法
に
關
す
る
資
料

も
つ
と
も
便
利
な
も
の
な
の
で
す
。

問
　
ど
う
し
て
過
去
三
年
間
に
人
民
代
表
大
會
を
召
集
し
な
か
つ
た
の
で
す

　
か
。

答
　
當
時
の
條
件
が
ま
だ
そ
な
わ
つ
て
い
な
か
つ
た
の
で
、
ど
う
し
て
も
な
ん

　
ら
か
の
過
渡
的
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
す
。

閲
　
人
民
代
表
大
會
を
召
集
す
る
に
は
、
ど
ん
な
條
件
が
必
要
で
す
か
。

答
　
中
國
人
民
政
治
協
商
會
議
共
同
綱
領
の
規
定
に
よ
る
と
、
軍
事
行
動
が
完

　
全
に
終
了
し
、
土
地
改
革
が
徹
底
的
に
實
現
さ
れ
、
人
民
が
十
分
に
組
織
さ

　
れ
て
い
る
、
と
い
う
三
つ
の
條
件
が
必
要
で
す
。
現
在
、
全
國
的
範
園
に
つ

　
い
て
い
う
と
、
大
陸
で
は
軍
事
行
動
は
す
で
に
完
全
に
終
了
し
、
土
地
改
革

　
は
少
敷
の
地
匿
を
除
い
て
完
成
さ
れ
、
各
界
人
民
も
す
で
に
組
織
さ
れ
大
い

　
に
政
治
意
識
を
た
か
め
て
い
ま
す
。
國
家
の
経
濟
状
況
も
根
本
的
に
好
韓
し

　
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
普
通
選
暴
を
賓
行
し
人
民
代
表
大
會
を
召
集

　
す
る
條
件
は
す
で
に
そ
な
わ
つ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
中
央
人
民
政
府
委
員
會

　
第
二
十
同
會
議
は
、
一
九
五
三
年
内
に
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級

　
人
民
代
表
大
會
を
召
集
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
の
で
す
。

問
　
こ
の
三
年
間
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
ん
な
過
渡
的
措
置
を
と
り
ま
し
た
か
。

答
　
そ
の
措
置
に
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
第
一
に
、
中
央
に
お
い
て
は
、
巾
國
人

　
民
政
治
協
商
會
議
第
一
期
全
騰
會
議
が
全
國
人
民
代
表
大
會
の
職
権
を
執
行

　
し
、
中
華
人
民
共
和
國
中
央
人
民
政
府
組
織
法
を
制
定
し
て
中
華
人
民
共
和

國
中
央
入
民
政
府
委
員
會
を
選
暴
し
、
こ
れ
に
國
家
樺
力
を
行
使
す
る
職
権

　
を
付
興
し
ま
し
た
。
第
二
に
、
地
方
に
お
い
て
は
、
各
級
各
界
人
民
代
表
會

　
議
が
次
第
に
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
の
職
樒
を
代
行
し
ま
し
た
。

間
　
中
國
人
民
政
治
協
商
會
議
と
全
國
人
民
代
表
大
會
と
は
ど
ん
な
囲
別
が
あ

四
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り
ま
す
か
。

答
　
中
國
人
民
政
治
協
商
會
議
は
中
國
人
民
民
主
統
一
職
線
の
組
織
形
式
で
あ

　
り
、
各
民
主
蕪
派
及
び
各
人
民
團
膣
な
ど
の
自
獲
的
結
合
で
あ
つ
て
、
そ
の

　
目
的
は
、
こ
の
よ
う
な
團
結
を
？
）
じ
て
全
國
の
各
民
主
階
級
と
各
民
族
を

　
團
結
さ
せ
、
共
同
努
力
し
て
新
民
主
主
義
を
蜜
現
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
政
槽
組
織
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
國
人
民
代
表
大
會
は
國
家
政
纏
の

　
最
高
機
關
で
あ
り
、
國
家
を
代
表
す
る
権
力
機
關
で
す
。

間
　
人
民
代
表
大
會
と
各
界
人
民
代
表
會
講
と
は
ど
ん
な
匠
別
が
あ
り
ま
す

　
か
。

答
　
人
民
代
表
大
會
の
代
表
は
人
民
が
普
通
選
墨
の
方
法
に
よ
つ
て
つ
く
り
出

　
し
ま
す
が
、
各
界
人
民
代
表
會
議
の
代
表
は
各
界
の
人
民
が
個
別
的
に
選
暴

　
し
て
つ
く
り
出
し
、
そ
の
う
ち
の
一
部
分
は
人
民
政
府
が
招
請
し
ま
す
。
こ

　
れ
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
も
の
の
代
表
選
出
方
法
上
の
匠
別
で
す
。
人
民
代
表

　
大
會
は
人
民
が
國
家
政
権
を
行
使
す
る
機
關
で
あ
り
、
各
界
人
民
代
表
會
議

　
は
人
民
政
府
の
諮
訥
機
關
で
す
。
た
だ
そ
れ
が
人
民
代
表
大
會
の
職
権
を
代

　
行
す
る
時
だ
け
、
過
渡
的
性
質
を
も
つ
た
政
槽
機
關
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
、

　
こ
れ
ら
二
つ
の
も
の
の
性
質
上
の
匠
別
で
す
。

間
全
國
人
民
代
表
大
會
召
集
後
、
中
國
人
民
政
治
協
商
會
議
は
縫
練
し
て
存

　
在
し
ま
す
か
。

答
　
存
在
を
纒
績
し
ま
す
。
新
民
主
主
義
革
命
の
時
期
に
は
各
民
主
窯
派
と
各

　
人
民
團
盤
の
統
一
職
線
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
統
一
職
線
の
組
織

　
に
よ
つ
て
各
民
主
窯
派
と
各
人
民
團
豊
の
意
志
を
統
一
し
、
人
民
の
革
命
大

　
團
結
を
躍
固
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
全
國
人
民
代

　
表
大
會
召
集
以
後
に
は
、
そ
れ
は
再
び
全
國
人
民
代
表
大
會
の
職
権
を
代
行



　
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
國
家
建
設
事
業
に
か
ん
す
る
根
本
大
計
あ
る
い
は
重
要

　
措
置
に
つ
い
て
は
、
全
國
人
民
代
表
大
會
あ
る
い
は
中
央
人
民
政
府
に
建
議

　
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
況
に
も
と
づ
い
て
、
中

　
國
人
民
政
治
協
商
會
議
組
織
法
は
必
要
且
つ
適
當
な
修
正
を
行
お
う
と
し
て

　
い
ま
す
。

問
人
民
代
表
大
會
召
集
後
、
各
界
人
民
代
表
會
議
は
纒
績
し
て
存
在
し
ま
す

　
か
。

答
　
存
在
を
縫
綾
し
ま
せ
ん
。

問
人
民
代
表
大
會
が
召
集
さ
れ
る
以
前
に
は
各
界
人
民
代
表
會
議
を
ひ
き
つ

　
づ
き
召
集
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
。

答
　
各
地
で
は
、
人
民
代
表
大
會
が
召
集
さ
れ
る
以
前
に
は
、
時
期
ど
お
り
に

　
各
界
人
民
代
表
會
議
を
召
集
し
、
討
論
を
要
す
る
工
作
を
討
論
し
な
け
れ
ば

　
な
り
ま
せ
ん
。
各
界
人
民
代
表
會
議
に
お
い
て
は
、
中
央
選
暴
委
員
會
の
普

　
通
選
墨
工
作
に
關
す
る
指
示
に
て
ら
し
て
普
通
選
墨
の
各
種
準
備
工
作
を
討

　
論
し
、
人
民
代
表
大
會
を
召
集
す
る
乙
と
の
偉
大
な
意
義
を
読
明
し
、
人
民

　
大
衆
を
動
員
し
て
こ
の
重
大
事
に
關
心
を
も
た
せ
、
且
つ
積
極
的
に
選
撃
に

　
参
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

迫
記

本
資
料
の
作
成
に
あ
た
つ
て
は
慶
鷹
義
塾
法
學
修
士
岡
田
渚
氏
の
援
助

を
え
た
。
深
く
感
謝
す
る
家
策
で
あ
る
。
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